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研究成果の概要（和文）：アレキシサイミアは神経性無食欲症（AN)で高率に認められる性格特性であり，ANの認知の
障害と密接に関連している可能性が提唱されている．本研究は，対人関係ストレスに関連した単語刺激課題遂行時の脳
活動をfMRIを用いて測定し，ANにおけるアレキシサイミア傾向に関連した脳領域を検討した．女性AN患者を対象に，MR
Iを用いて対人関係ストレス単語刺激の認知課題遂行中の脳活動を撮像した．AN患者の対人関係ストレスに関する不快
な情動の認知障害に前頭前野の関わりが示唆された．TAS-20スコアが高いAN患者ほど扁桃体，後帯状回，前帯状回の活
動が低く，アレキシサイミアが重要な一因となっている可能性が示唆された．

研究成果の概要（英文）：We used functional magnetic resonance imaging to examine the brain responses in 
anorexia nervosa (AN) patients and healthy women during the processing of negative words concerning 
interpersonal relationships. We investigated the
relationship between alexithymia levels and brain activation in AN. AN patients showed significant 
activation of the orbitofrontal cortex, dorsolateral prefrontal cortex and medial prefrontal cortex while 
processing negative words concerning interpersonal relationships, as compared to the processing of 
neutral words. Posterior cingulate cortex (PCC) and anterior cingulate cortex (ACC) negatively correlated 
with the level of alexithymia in AN. Functional abnormalities associated with alexithymia may be involved 
in the emotional processing impairments in AN patients.

研究分野：摂食障害

キーワード： 摂食障害
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１．研究開始当初の背景 

摂食障害は近年増加傾向であり、慢性化する

例が多く、長期にわたる障害のために社会適

応が困難となり、悪循環を形成することが指

摘されている。また、様々な身体的及び精神

的合併症を認め、重症例では死に至る危険性

も高く、その治療や再発予防は精神科領域に

おいて重要な課題である。摂食障害では、中

心的な精神病理として体型や体重、自己評価

に関する情報の認知機能に障害が認められて

おり、摂食障害の病態を包括的に理解するた

めには、生理的な脳機能局在からも理解する

必要がある。 

 

２．研究の目的 

摂食障害の病相期には食行動異常のほか、肥

満恐怖や身体像の障害を含めた様々な認知障

害を認めることが臨床上知られている。神経

性無食欲症患者においては、アレキシサイミ

アは高率に認められる性格特性であり、神経

性無食欲症患者にみられる認知の障害と密接

に関連している可能性が提唱されている。神

経性無食欲症患者では、感情表出が苦手であ

り、対人関係でのストレスを感じることが多

く、食行動異常に至る患者は少なくない。本

研究は、対人関係ストレスに関連した単語刺

激課題遂行時の脳活動をfMRIを用いて測定し、

神経性無食欲症患者におけるアレキシサイミ

ア傾向に関連した脳領域を検討することを目

的とした。 

また、摂食障害は増加傾向であり、発症後で

は治療が困難な例も多い。本研究ではハイリ

スクの摂食障害予備群を洗い出し、予防的介

入法についても検討することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

右利きの女性神経性無食欲症患者と健常女性

を対象に、MRI装置を用いて対人関係ストレス

に関連した単語刺激の認知課題遂行中の脳活

動を連続的に撮像した。課題は、対人関係ス

トレス単語課題と情動的負荷を持たない中性

の単語を用いたコントロール課題を交互に3

回ずつ繰り返した。各被験者には、TAS-20や

EDI-2にて、心理学的・行動学的特徴の評価も

行った。 

 

４．研究成果 

対人関係ストレス刺激に対して、神経性無食

欲症患者群では前頭前野領域が賦活された。

また、TAS-20スコアが高い神経性無食欲症患

者ほど対人関係ストレス関連した不快な単語

の認知処理中の扁桃体、後帯状回、前帯状回

の活動が低下していることが示唆された。一

方，健常群では有意な活動を認めなかった。

神経性無食欲症患者の対人関係ストレスに関

する不快な情動の認知障害に前頭前野の関わ

りが示唆された。アレキシサイミア傾向が高

い神経性無食欲症患者ほど対人関係ストレス

に関連した不快な単語の認知処理中の扁桃体、

後帯状回、前帯状回の活動が低いことが示さ

れ、アレキシサイミアが重要な一因となって

いる可能性が示唆された。 
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